
も く じ
【発 行】

も く じ
【発 行】

も く じ
【発 行】

も く じ
【発 行】

も じく
【発 行】

平成 年度事業計画・会費納入のお願い
日本赤十字社費の納入のお願い
地域福祉ニュース（平田支部だより）
学区 地区社会福祉協議会の活動（広野 一條）
われらボランティア
より暮らしやすい地域への第一歩
ボランティア活動中の保障はありますか？
防災メモ 今！地震が起きたら
お知らせ

赤い羽根共同募金の配分により発行しています。

社会福祉
法 人酒田市社会福祉協議会
酒田市新橋二丁目 番地の
酒田市地域福祉センター内

＠
ホームページ

八幡支部 ・
松山支部 ・
平田支部 ・
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会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

日
頃
、
皆
様
に
は
地
域
福
祉
推
進

に
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
社
協
合
併
時
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
ま
し
た
会
費
の
統
一
が
、

ヵ
年
に
わ
た
る
検
討
協
議
、
周
知

期
間
を
経
て
実
現
し
、
平
成

年
度

よ
り
、
新
会
費
で
お
願
い
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に

関
係
各
位
の
ご
尽
力
と
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

新
統
一
会
費
は

世
帯

円

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
八
幡
、
松
山
、

平
田
地
区
に
つ
い
て
は
独
自
事
業
に

充
て
る
百
円
が
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。

会
費
は
新
・
草
の
根
事
業
や
社
協
運

営
費
（
人
件
費
に
は
充
て
ま
せ
ん
）

に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

会
費
納
入
に
つ
き
ま
し
て
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。社

会
福
祉
法
人

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

加
藤

勝
記

安心生活創造事業（新しい事業です）
（ ページをごらんください）

生活福祉資金貸付
所得の低いご家庭や、失業などでお困り
の世帯への貸付です。

福祉サービス利用援助事業
認知症などで判断能力の十分でない方の
日常生活の金銭管理などを行います。

赤い羽根共同募金
施設・団体への活動費配分（法人保育園、
障がい者小規模作業所、学童保育所など）
歳末たすけあい運動

赤十字活動への協力
火災見舞い金・救援物資のお届け

心配ごと相談
毎月第 火曜日 時半から 時
地域福祉センター（新橋 丁目 ）

新・草の根事業
住民同士の支えあいをもとに、住みなれ
た地域で安心してくらせる“まち”を守
り・つくり・育てることをめざし、次の
ような事業を行います。

地域での見守り（ネットワーク）
合同研修
ふれあい老人給食
あんしん相談
いきいきサロン
介護予防講座

福祉バスの運行
地域福祉センターの運営
老人福祉センター（八幡やまゆり荘）
会報ふれあい発行
ホームページ更新

地域での見守り（ネットワーク）
合同研修
ふれあい老人給食
あんしん相談
いきいきサロン
介護予防講座

皆さまからの会費をもとに活動している
充実に取組んでまいります。

第 次酒田市地域福祉活動計画（仮称）
今後 年間の社会福祉協議会活動指針を策定
します。

災害時ボランティアセンター立上げ
訓練
学区 地区社協事務局職員養成講座（仮称）
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日
本
赤
十
字
社

デイサービスセンターいずみの
お花見会

いざ！というときのための救急講習

南遊佐地区介護予防講座
“うちわを使った音楽療法”

港南学区介護予防講座“認知症を防ごう（寸劇）”

社員の藤原紀香さん

デイサービスセンターいずみの
お花見会

南遊佐地区介護予防講座
“うちわを使った音楽療法”

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
内
外
の
災

害
救
護
活
動
、
献
血
、
救
急
法
講
習

会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
社
費
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
帯

円

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

酒田市社会福祉協議会は、
民間団体です。今年度も福祉事業の

居宅介護支援（ケアプラン作成）
地域包括支援センター
にいだ

訪問介護（ホームヘルプサービス）
通所介護（ディサービス）
いずみ・松山

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部

酒
田
市
支
会
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こんなおもしぇ学校はじめでだの
樽石大学（村山市）に一日入学 いきいきサロン本宮

松田学長の演奏で

平田地区サロン

校歌を歌う
ひとりぐらしの方 “々なごみ会”のお花見会食

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
平
田
支

部
は
、
平
成

年

月
か
ら

つ
の

地
区
社
協
で
地
域
福
祉
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
大
き
な
特
徴
と
し
て

は
、
地
域
福
祉
事
業
を
よ
り
円
滑
に
、

か
つ
協
働
し
て
進
め
る
た
め
に

平

田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会

を
設
立
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
各
地

区
社
協
の
、
会
長
・
副
会
長
・
福
祉

部
長
・
事
務
職
員
で
構
成
し
、
新
・

草
の
根
事
業

に
つ
い
て
の
情
報
交

換
や
課
題
な
ど
を
話
合
っ
て
い
ま
す
。

情
報
を
共
有
し
、
お
互
い
を
刺
激

し
あ
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

年
度
の
重
点
取
り
組
み
事
業
に
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
事
業

の
対
象
者
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。自
治

会
長
、民
生
委
員
児
童
委
員
、福
祉
部

長
な
ど
が
共
通
理
解
を
図
り
、
地
域

で
孤
独
死
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
見
守

り
活
動
の
基
礎
固
め
を
行
う
こ
と
で

す
。
地
区
連
絡
会
を
と
お
し
て
各
地

区
社
協
の
意
識
が
高
揚
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
運
営
は
自
分
た
ち
で

ま
た
、
平
田
地
区
の
特
徴
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

活
動
が
あ
り
ま
す
。

箇
所
で
行
な

わ
れ
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
内
容
を

決
め
、
集
ま
り
た
い
時
に
集
ま
り
、

講
話
を
聞
い
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
だ
り
、
時
に
は

福
祉
バ
ス
で
出
か
け
研
鑽
を
深
め
た

り
し
て
い
ま
す
。
年
度
当
初
に

ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
傷
害
補
償

に
加
入

し
、
安
心
し
て
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

団
体
活
動
も
活
発
に

酒
田
市
平
田
遺
族
会
で
は
、
平
成

年
度
に
、
長
谷
部
久
雄
会
長
が
県

知
事
感
謝
状
を
、
ま
た
、
東
海
林
正

副
会
長
が
県
会
長
賞
を
こ
れ
ま
で
の

ご
功
績
に
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
は

の
単
位
ク
ラ
ブ

が
あ
り
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
に
は
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
よ
り

優
良
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

表
彰
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
酒
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

平
田
支
部
総
会
が

月

日
に
開
催

さ
れ
、
席
上
で
、

組
の

お
し
ど

り
金
婚
さ
ん

が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

名
の
方
に
会
長
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

月

日
に
総
会
が
行
わ
れ
終
了
後

に
酒
田
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
よ

り
、
福

祉
制
度

あ
れ
こ

れ

と

題
し
て

講
話
を

い
た
だ

き
有
意

義
な
研

修
会
を

行
い
ま

し
た
。

地 区 サ ロ ン 名
小 林 小林極楽サロン
西 坂 本 さくらサロン山元
山 元 弘道サロン
山 元 三栗谷サロン
田沢新田 田沢新田いきいきサロン
楯 山 やすらぎサロン楯山
南 田 沢 ニコニコサロン南田沢
元 田 沢 なごやかサロン元田沢
円 能 寺 円能寺サロン
沖 愛愛サロン沖

進 藤 ひめ沼サロン進藤
中 里 杉と清流の里サロン中里
笹 山 笹山サロン

地 区 サ ロ ン 名 地 区 サ ロ ン 名
備 畑 緑サロン備畑
鹿 島 サロン鹿島
丸 山 サロンまるやま
道 屋 敷 道屋敷ふれあいいきいきサロン
吉 ヶ 沢 吉ヶ沢すこやかサロン
本 宮 いきいきサロン本宮
円 道 円道ふれあいサロン
山 谷 山谷わいわいサロン
山谷新田 ミスミふれあいサロン
新 山 ほほえみサロン新山
楢 橋 しあわせサロン楢橋
山 楯 山楯欅サロン
中 野 目 サロン中野目

地 区 サ ロ ン 名 地 区 サ ロ ン 名
郡 山 郡山サロン耆宿の会
桜 林 さわやか桜林
桜林興野 桜林興野いきいきサロン
石 橋 石橋ほがらかサロン
天 神 堂 やすらぎサロン天神堂
泉 興 野 いきいきサロンいずみ
堀 野 内 堀野内さわやかサロン
三 之 宮 三之宮サロン
飛 鳥 ふれあいサロン・アスカ
砂 越 砂越ふれあいサロン
砂越駅前 砂越駅前ふれあいサロン
砂越緑町 サロン緑町
身障協会 あいあいサロン

地 区 サ ロ ン 名
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地
域
福
祉
は
声
か
け
が
基
本

広
野
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

大
川

巌

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
よ
う

一
條
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

土
井
棟
治
朗

世代間交流も地域福祉の柱

施設入居者も参加。広野学区福祉のつどい

まごころ込めて、老人給食調理中

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
、

子
ど
も
た
ち
…
…
一
人
ひ
と
り
が

不
安
の
な
い
暮
ら
し
を
す
る
た
め

に
、
学
区
・
地
区
社
協
が
身
近
な

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
見
守

り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
を
は

じ
め
、
緊
急
の
と
き
の
連
絡
な
ど
、

同
じ
地
域
に
住
む
人
同
士
の
支
え

合
い
活
動
で
す
。

参
加
者
の
生
き
生
き
輝
く
目
に

圧
倒
さ
れ
る

広
野
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
行
事
で
の
講
師
の
皆
さ
ま

の
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
の
た
び

に
主
催
す
る
事
務
局
は
安
堵
の
気
持

ち
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
は
活
動
の
柱

今
年
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。
特
に

介
護
予
防
講
座
は
、
元
気
な
中
高
年

を
育
む
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
の

活
動
の
柱
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
総
括

の
中
か
ら
、
講
座
内
容
の
再
検
討
を

進
め
ま
し
た
。
回
数
を
こ
れ
ま
で
同

様

回
と
し
、
親
睦
交
流
を
か
ね
て

の
バ
ス
研
修
を
は
じ
め
、
好
評
で
あ

っ
た
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
も
盛
り
込
ま
れ

ま
す
。

と
も
し
び
会
も
さ
ら
に
発
展
を

会
員
の
相
互
扶
助
と
福
祉
施
設
の

慰
問
と
奉
仕
活
動
を
続
け
る

広
野

と
も
し
び
会

の
活
動
も
、
広
野
学

区
社
協
の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
さ
ら
な
る
会
員
拡
大
を
目
標

に
し
、
仲
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
と

活
動
も
現
代
の
世
相
の
な
か
で
は
、

地
域
福
祉
活
動
の
軸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
協

力
で
、
独
居
高
齢
者
へ
の
月
一
回
の

配
食
も
声
か
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

具
体
的
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。

協
力
員
は
子
ど
も
に
も
声
か
け

学
区
社
協
組
織
の
骨
格
と
も
い
え

る
の
が
、
福
祉
協
力
員
で
、
日
常
的

に
集
落
内
の
該
当
者
を
は
じ
め
、
子

ど
も
た
ち
に
も
声
か
け
を
行
う
よ
う
、

申
し
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
福
祉

一
條
地
区
は
、
旧
八
幡
町
の
西
端

で
し
た
が
、
酒
田
市
に
合
併
し
て
酒

田
市
の
東
端
に
な
り
ま
し
た
。
農
村

活
動
は
地
域

の
安
全
・
安

心
の
灯
と
し

て
、
さ
ら
に

大
き
く
広
が

っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し

な
が
ら
活
動

を
続
け
て
い

ま
す
。

部
と
酒
田
市
街
へ
通
勤
す
る
家
族
と

二
種
類
が
混
在
す
る
地
域
で
、
東
側

は
山
に
接
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
は
事
業
の
要

新
・
草
の
根
事
業
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
独
り
暮
ら
し
や

老
夫
婦
世
帯
も
多
く
な
り
、
こ
れ
ら

を
対
象
に
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

夏
祭
り
に
高
齢
者
を
招
待

ふ
れ
あ
い
給
食
で
は
、
配
食
と
一

條
コ
ミ
セ
ン
の
夏
祭
り
に
高
齢
者
を

招
待
す
る
の
と
組
み
合
わ
せ
て
行
い

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

独
自
の
取
組
み
で
サ
ロ
ン
を

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
一
條
地
区

区
の
各
公
会
堂
な
ど
で
実
施
し
、

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
対
策
の

話
合
い
、
世
代
間
交
流
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
に
よ

っ
て
は
、
天
童
へ
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

や
鳥
海
山
荘
へ
研
修
懇
親
会
な
ど
も

実
施
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
助

け
合
い
、
一

條
地
区
の
ふ

れ
あ
い
の
輪

が
広
が
る
よ

う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

福
祉
協
力
員
と
の
相

互
協
力
で
の

声
か

け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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東
北
公
益
文
科
大
学

齊
藤

啓
司
（
三
年
）

理
事
長

片
桐
晃
子

法
人
に
こ
っ
と

………………………… ………………………… ………………………… ………………………… …………

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
部
長

時間チャリティ募金

り作クッバイマ

ん遊りきい思で館童児
すまで

“インターネットで検索してね”ね”ね”

までん遊りきい思 す

バイ

すま

“インターネットで検索してね

東
北
公
益
文
科
大
学

法
人
に
こ
っ
と

楽
し
み
な
が
ら
を

モ
ッ
ト
ー
に

に
こ
っ
と
で
は

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

私
は
地
域
の
多
く
の
人
た
ち
と
の

出
会
い
が
欲
し
い
と
思
い
、
公
益
大

に
入
学
し
て
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。
楽
し
み
な

が
ら
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

時
間

テ
レ
ビ
募
金
活
動
、
鶴
岡
養
護
学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
児
童
館

で
子
ど
も
の
遊
び
相
手
、
小
学
生
を

対
象
に
プ
ラ
バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
や
マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
な
ど

人
の

メ
ン
バ
ー
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

年
代
の
人
た
ち
と
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
先
で
は
、

み
ん
な
の
笑
顔
を
見
る
と
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
き
っ

か
け
で
出
会
え
た
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し

む
こ
と
を
一
番
に
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
事
業

一
時
保
育
（
子
ど
も
の
年
齢
に
関

係
な
く
一
時
間
四

円
）

出
張
保
育
・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
派

遣に
こ
っ
と
広
場
の
運
営
（
就
学
前

の
子
ど
も
と
保
護
者
が
遊
べる
施
設
）

開
館
午
前

時

午
後

時

（
月
曜
・

・
年
末
年
始
は
休
み
）

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

に
こ
マ
マ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
（
子

育
て
中
のママの
作
品
を
展
示
販
売
）

中
通
り
商
店
街
に
あ
る

に
こ
っ

と
広
場

は
、
連
日
か
わ
い
い
声
が

響
き
わ
た
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ま
の
来
館
を
ス
タ
ッ
フ
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

酒
田
市
二
番
町

にこっと広場 の 周年まつり。
公益大のお姉さんもお手伝い！

！うよべ食てっ作

ィテーパチッイドン
サ

）ー
子様の育保時一 ）食乳離のてめ初

積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に
入

っ
た
こ
と
で
、
大
学
で
は
先
輩

や
後
輩
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
大
学

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
を
通
し
て
地
域
の
幅
広
い
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酒
田
市
が
全
国

の
モ
デ
ル
市
町

村
と
し
て
厚
生
労
働
省
か
ら
指
定
を

受
け
た

安
心
生
活
創
造
事
業

に

よ
る
訪
問
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
介
護
保
険
な
ど
の
制

度
利
用
の
対
象
と
な
ら
ず
、
親
族
な

ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者

世
帯
の
方
な
ど
が
、
地
域
で
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期

的
な
訪
問
を
行
い
、
見
守
り
や
買

物
支
援
（
情
報
提
供
）
を
行
う
も

の
で
、
先
駆
的
取
り
組
み
に
つ
い
て

全
国
へ
向
け
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

浜
田
・
若
浜
を
モ
デ
ル
地
区
に

こ
の
モ
デ
ル
市
町
村
の
指
定
を
受

け
た
酒
田
市
で
は
、
昨
年
度
、
市
内

で
も
高
齢
化
率
が
高
い
地
区
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
と
協
議
の
上
、
浜

田
学
区
と
若
浜
学
区
を
対
象
地
区
と

し
て
設
定
し
、
定
期
訪
問
が
必
要
な

対
象
者
を
選
定
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
対
象
と
さ

れ
た
方
々
に
対
し
て
酒
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
職
員
が
訪
問
し
、
定
期

訪
問
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
か
ら

訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
ネ
ッ
ト
強
化
も
期
待

各
学
区
・
地
区
で
は
地
域
の
み
な

さ
ま
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

安

心
生
活
創
造
事
業

に
よ
る
見
守
り

は
、
直
接
訪
問
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
お
り
、
さ
り
げ
な
い
見
守
り

が
多
い

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
す
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
訪
問
先
で
直
接
み

な
さ
ま
か
ら
お
話
を
伺
う
こ
と
で
、

対
象
地
区
で
の
生
活
課
題
の
分
析
が

進
み
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
新
た
な

し
く
み

が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
償
の
対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
中
に
ケ
ガ

を
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
中
に
他
人

に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
物
を
壊
し
た
。

補
償
の
期
間

加
入
申
込
手
続
き
完
了
日
の
翌
日

平
成

年

月

日

掛
金

円
（
年
額
）

他
に
天
災
対
応
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

八
幡
支
部

松
山
支
部

平
田
支
部

運
転
中

減
速
し
左
側
路
肩
に
車
を
寄
せ
る
。

ラ
ジ
オ
で
情
報
を
聞
く
。

カ
ギ
を
つ
け
た
ま
ま
徒
歩
で
避
難
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で

商
品
棚
か
ら
離
れ
、
買
物
カ
ゴ
で

頭
を
保
護
し
、
低
い
態
勢
に
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
使
わ
な
い
。

家
で

座
布
団
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
机

の
下
に
ふ
せ
る
。

窓
を
開
け
、
逃
げ
道
を
確
保
す
る
。

コ
ン
ロ
に
鍋
を
か
け
て
い
て
も
、

や
け
ど
の
危
険
が
あ
る
の
で
無
理

し
て
火
を
消
さ
な
い
。

就
寝
中
は
体
を
丸
め
布
団
に
潜
る
。

保
険
の
種
類

プ
ラ
ン

死
亡
保
険
金

一
四
一
八
万
円

後
遺
障
害
保
険
金

一
四
一
八
万
円

入
院
保
険
金
日
額

七

円

通
院
保
険
金
日
額

四
五

円

賠
償
責
任
保
険

五
億
円
限
度

保
険
の
種
類

プ
ラ
ン

死
亡
保
険
金

一
四
一
八
万
円

後
遺
障
害
保
険
金

一
四
一
八
万
円

入
院
保
険
金
日
額

七

円

通
院
保
険
金
日
額

四
五

円

賠
償
責
任
保
険

五
億
円
限
度
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地球にやさしい再生紙を使用しています

酒田市社会福祉協議会

福祉の仕事相談会 生活支援員を募集します

心配ごと相談

あたたかい ご寄付ありがとう

生 活 支 援 員 よ り ひ と こ と

車いすをお貸しします

赤い羽根共同募金を活用ください。

会報“ふれあい”の編集委員です

生 活 支 援 員 よ り ひ と こ と

福祉の仕事相談会 生活支援員を募集します

心配ごと相談

あたたかい ご寄付ありがとう

生 活 支 援 員 よ り ひ と こ と

車いすをお貸しします

赤い羽根共同募金を活用ください。

会
報
ふ
れ
あ
い
平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
第

号

編
集
発
行

社
会
福
祉
法
人

発
行
責
任
者

加
藤

勝
記

福祉の仕事や資格取得に関する相談に応じます。
月日と場所
月 日 ハローワーク鶴岡
月 日 ハローワーク酒田
月 日 ハローワーク酒田
月 日 ハローワーク鶴岡
月 日 ハローワーク酒田
月 日 ハローワーク鶴岡

時間 午前 時から 時
午後 時から 時

予約は不要です。総合受付においでください。
問合せ 山形県福祉人材センター

ホームページ
希望の求人に自宅から応募できます。データ
は毎日更新されます。

質問 どんなことが相談できるの？
答 日常生活のあらゆる相談に応じます。

質問 だれが相談にのってくれるの？
答 おもに人権擁護委員の方々です。

質問 だれにも知られたくないのだけど……。
答 秘密は守られます。安心して相談して
ください。

質問 お金はかかるの？
答 無料です。

質問 いつ、どこであるの？
答 毎月第 ・ 火曜日

午前 時半から午後 時
酒田市地域福祉センター（新橋 ）
気軽にご相談ください。

時

質問

質問

質問

質問

質問

通帳を置き忘れてしまう ふだんのさま
ざまな支払いがむずかしい…… そんな方々に
生活費を届けたり、代わりに支払をする、 福
祉サービス利用援助事業生活支援員 を募集し
ています。支援員は、酒田市社会福祉協議会と
契約を交わした利用者について、支援計画に基
づき、預金の払戻しなどの支援を行います。こ
れらの支援につき 回当たり 円の活動費
が支給されます。
詳しくはお問い合せください。

酒田市社会福祉協議会

佐藤ふじ子様（飛鳥） 円
酒田市遊技業協同組合様 円
山形県中小企業協同組合様 車いす 台

年 月 日から 月 日受付分

活動を始めて 年になりました。回を重ね
るうちに、緊張がほぐれ信頼関係が生まれて
きました。 待ってたよ ありがとう と言
われるとき逆に私の方が力を頂いています。
日常のお金の出し入れを通じ、利用者の皆
さんが抱える問題を社協につなぎ、解決への
お手伝いができればと思っています。そのた
めにも、相手の言葉を十分に聴き、寄り添っ
ていく姿勢を大切にしたいと思います。

菅 原 幸 子

委 員 長 丸 岡 誠 一
副委員長 今 田 武

八 木 安 廣
江 口 暢 子

通院や旅行、散歩などにいつでもご利用いた
だけます。貸出期間は 日間です。

先駆的かつ多様な、民間社会福祉活動の立ち
上がりを含む事業費を配分します。
配分額 総事業費の で、 万円限度
年度の募金で、 年度事業となります。

くわしくはお問い合せください。
山形県共同募金会酒田市支会

伊 藤 秀 夫
片 桐 晃 子
高 橋 正 和


